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二
月

二
十
五
日
開
會
、
出
品
者
五
十

四
人
、
出
品
數

百
九

十

一
枚

、
選
評

の
結
果

上
記

の
如

し
。

煮
匠

に
於
て
繪
馬
及
桂
馬
の
圖
案
多
か
り
し
。

相
田

氏
の
作
は
簡
潔
に

し
て
面
白
け
れ
ば
折

を
見
て
石
版

に
附
す

べ
く
今
回
は
寫
眞
版

を
登
載

せ
ず

。
須
崎
氏

の
作

は
色

調
整

い
て

心
地

よ
く
、
後
藤
氏

の
作
に
は

奇
抜
な
る
も
の
あ
れ
ど
畫
面
明
快

な
ら
ず
繪
葉
書

と

し

て
は

不

利
益

な

る

べ

し

。

猶

當

日

は
怖

し

い
も

の
と

い
ふ
題

に

て
繪

ハ
カ

キ

の

合

作

を
試

み

し

が

、
地

震

、
雷

、
火

事

、
親
爺

の
ほ

か

に
幽
靈

あ
り

、
斷

頭
臺

あ

り

、
試
驗

あ
り

、
借

金

あ

り

そ

の
他

さ
ま
さ
ま

の
趣
向

出

て

ゝ
時

の
移

る

も

覺
え

ず

興
じ

た

り

き

。
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十
八
日
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會


